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学校推薦型選抜試験問題

巻末に解答例を掲載しています
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－1－

【
問
題
】

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

感
情
の
発
達
は
そ
の
表
現
法
に
も
生
じ
ま
す
。
不
快
な
こ
と
に
出
会
っ
て
も
、
怒
り
や
嫌
悪
を
す
ぐ
表
情
や
言
葉
で
表
さ
ず
に
抑
制
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
「
心
の
理
論
」
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
感
情
表
出
が
他
者
の
心
に
与
え
る
影
響
を
知
る
か
ら
で
す
。
お

と
な
で
も
す
ぐ
キ
レ
る
、
手
が
出
る
、
有
頂
天
に
な
る
な
ど
、
他
者
の
心
を
理
解
し
な
い
、
い
わ
ば
「
心
の
理
論
」
の
不
在
か
の
よ
う
な
人

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

幼
少
期
に
頭
で
は
「
心
の
理
論
」
を
理
解
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
い
つ
も
う
ま
く
作
動
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
は
違
う
多
様
な

他
者
と
の
出
会
い
や
自
他
の
衝
突
や
解
決
体
験
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。
何
事
も
自
分
中
心
で
済
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
偏
っ
た
人
間
関
係

は
、「
心
の
理
論
」
は
頭
の
中
に
あ
る
だ
け
で
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
心
の
理
論
」
の
作
動
不
全
、
一
種
の
発
達
障
害

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
も
の
の
豊
か
さ
、
通
信
手
段
の
変
化
、
少
子
化
な
ど
発
達
環
境
の
変
化
が
、
子
ど
も
に
も
お
と
な
に
も
多
様
な
対
人

体
験
や
自
己
抑
制
の
機
会
を
乏
し
く
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
感
情
の
表
出
に
つ
い
て
は
文
化
差
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
イ
タ
リ
ア
人
の
喜
び
、
驚
き
な
ど
の
表
情
写
真

を
見
せ
て
ど
ん
な
感
情
か
を
あ
て
さ
せ
る
実
験
で
、
日
本
人
の
表
情
が
最
も
理
解
さ
れ
に
く
く
、
当
の
日
本
人
さ
え
も
正
答
率
は
低
い
の
で

す
（
表
３

－

１

　略
）。
日
本
に
は
感
情
を
顔
に
出
す
の
は
よ
く
な
い
、
つ
つ
し
む
べ
き
だ
と
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
（
感
情
表
出
の
規
範
）
が
あ

る
か
ら
で
す
。

感
情
表
出
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。「
感
情
的
」
は
し
ば
し
ば
よ
く
な
い
特
徴
と
さ
れ
、
特
に
男
性
の
感
情
表
出
は
冷
静
さ

や
威
厳
を
欠
く
と
み
な
さ
れ
ま
す
。（
武
士
は
）「
歯
を
み
せ
て
は
な
ら
ぬ
（
＝
笑
っ
て
は
な
ら
な
い
）」
は
今
も
死
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他

方
、
女
性
の
感
情
表
現
に
は
寛
容
で
、「
笑
顔
が
い
い
」「
愛
嬌
が
あ
る
」
は
褒
め
言
葉
、
泣
く
こ
と
さ
え
も
許
容
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

－ a－

日本赤十字九州国際看護大学

令和７年度 学校推薦型選抜試験問題

小 論 文
（６０分）

受験
番号

氏名

１．机の上に置くものは、表
おもて

を上にした受験票、筆記用具（黒色の鉛筆また
はシャープペンシル（HBまたはB）、消しゴム）、時計（辞書、電卓、端末
等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづらいもの、秒針音の
するもの、キッチンタイマー、大型のものは不可）眼鏡、ハンカチ、目薬、
ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの）とします。
２．試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
３．試験開始の合図があったら、まず問題冊子に落丁や印刷の不鮮明なとこ
ろがないかどうかを調べ、もしあれば静かに手を挙げて下さい。なお問題
冊子は１～３ページです。問題冊子の余白は計算やメモ用紙として使用し
てもかまいません。
４．問題冊子が完全であれば、直ちに「受験番号」「氏名」を問題冊子、解
答用紙および草稿用紙（下書き用）の指定された欄に記入して下さい。
５．問題の解答は、解答用紙のそれぞれ指定された解答欄に記入して下さい。
６．解答用紙の所定欄以外の場所には、何も書かないで下さい。
７．途中退場は許可しません。
８．気分の悪くなった時やトイレに行きたい時などは、手を挙げて下さい。
９．試験終了の合図があったら、問題冊子、解答用紙および草稿用紙（下書
き用）それぞれを表を上にして机に貼られているラベル側に置き、試験監
督者の指示を待って下さい。
10．解答用紙、問題冊子、草稿用紙（下書き用）とも回収します。持ち帰っ
てはいけません。

注 意 事 項
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著作権等の都合によりホームページでの公開はできません。
受験対策として問題を確認したい方は、「過去問題集」を
ご請求ください。



－3－

問
一

本
文
中
の
傍
線
部
に
「
対
人
行
動
と
個
人
の
発
達
を
円
滑
に
進
め
る
車
の
両
輪
に
な
っ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
事
柄
を
指
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
一
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

問
二

こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
解
答
欄
に
四
〇
〇
字
以
内
で
述
べ

な
さ
い
。

－2－

感
情
表
出
ル
ー
ル
に
男
女
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
感
情
行
動
の
男
性
と
女
性
の
違
い
を
生
ん
で
い
ま
す
。

	
（
中
略
）

先
の
研
究
結
果
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
感
情
は
表
情
か
ら
は
理
解
し
に
く
い
の
で
、
内
側
を
察
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
嵩こ
う

じ
て
「
空
気
を
読
む
」
こ
と
が
大
事
と
さ
れ
、
Ｋ
Ｙ
だ
＝
空
気
を
読
む
能
力
が
乏
し
い
と
非
難
さ
れ
も
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
日
本
人
の
心
理
に
微
妙
に
し
か
し
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
が
「
頭
が
い
い
」
人
と
み
な
す
の
は
、
単
に
知
能
の
高
さ
や
知
識
の
豊
富
さ
な
ど
狭
義
の
知
の
能
力
で
は
な
く
、「
察
し
が
い
い
」

「
気
が
き
く
」「
分
を
知
る
」
な
ど
他
者
へ
の
配
慮
と
自
己
抑
制
が
で
き
る
こ
と
が
「
頭
が
い
い
」
の
重
要
な
要
件
で
し
た
。「
空
気
を
よ
む
」

「
他
者
へ
の
配
慮
」
は
日
本
人
の
行
動
の
中
核
と
も
い
え
る
特
徴
な
の
で
す
。

社
会
的
動
物
で
あ
る
人
間
に
他
者
へ
の
配
慮
や
他
者
と
の
協
調
は
不
可
欠
で
す
。
け
れ
ど
も
「
Ｋ
Ｙ
＝
空
気
が
読
め
な
い
」
を
問
題
視
し
、

場
の
空
気
や
他
者
の
思
惑
を
優
先
し
て
自
分
の
感
情
や
意
思
を
押
し
殺
し
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
す
。
過
剰
な
他
へ
の
配
慮
や
同
調
は
無
理

が
あ
り
、
自
尊
感
情
の
低
下
や
う
つ
を
招
来
し
ま
す
。
さ
ら
に
無
気
力
や
自
暴
自
棄
に
陥
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
ま
す
。

人
間
は
、「
他
者
か
ら
い
わ
れ
た
か
ら
」「
皆
が
す
る
か
ら
」「
ほ
め
ら
れ
る
か
ら
」
と
他
律
的
に
行
動
す
る
だ
け
の
動
物
で
は
あ
リ
ま
せ

ん
。
ア
メ
と
ム
チ
で
訓
練
さ
れ
る
動
物
と
は
違
い
ま
す
。
自
分
の
意
思
や
目
標
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
行
為
を
方
向
づ
け
進
め
て
い
く
自
律

的
な
動
物
で
す
。
こ
の
自
律
性
と
他
者
へ
の
配
慮
や
協
調
が
排
他
的
で
は
な
く
、
対
人
行
動
と
個
人
の
発
達
を
円
滑
に
進
め
る
車
の
両
輪
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

	

（
出
典

　柏
木
惠
子
著

　『お
と
な
が
育
つ
条
件
～
発
達
心
理
学
か
ら
考
え
る
～
』
　岩
波
新
書

　

	

	

二
〇
一
三
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可
欠
で
す
。
け
れ
ど
も
「
Ｋ
Ｙ
＝
空
気
が
読
め
な
い
」
を
問
題
視
し
、

場
の
空
気
や
他
者
の
思
惑
を
優
先
し
て
自
分
の
感
情
や
意
思
を
押
し
殺
し
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
す
。
過
剰
な
他
へ
の
配
慮
や
同
調
は
無
理

が
あ
り
、
自
尊
感
情
の
低
下
や
う
つ
を
招
来
し
ま
す
。
さ
ら
に
無
気
力
や
自
暴
自
棄
に
陥
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
ま
す
。

人
間
は
、「
他
者
か
ら
い
わ
れ
た
か
ら
」「
皆
が
す
る
か
ら
」「
ほ
め
ら
れ
る
か
ら
」
と
他
律
的
に
行
動
す
る
だ
け
の
動
物
で
は
あ
リ
ま
せ

ん
。
ア
メ
と
ム
チ
で
訓
練
さ
れ
る
動
物
と
は
違
い
ま
す
。
自
分
の
意
思
や
目
標
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
行
為
を
方
向
づ
け
進
め
て
い
く
自
律

的
な
動
物
で
す
。
こ
の
自
律
性
と
他
者
へ
の
配
慮
や
協
調
が
排
他
的
で
は
な
く
、
対
人
行
動
と
個
人
の
発
達
を
円
滑
に
進
め
る
車
の
両
輪
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

	

（
出
典

　柏
木
惠
子
著

　『お
と
な
が
育
つ
条
件
～
発
達
心
理
学
か
ら
考
え
る
～
』
　岩
波
新
書

　

	

	

二
〇
一
三
年

　
　五
二

－

五
五

　一
部
改
変
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日本赤十字九州国際看護大学看護学部入学者選抜 出題の意図 

 

 

【学校推薦型選抜】 

専門知識を得るための基本的な読解力と論理的な文章を作成する力をみるため、以下のとおり出題し

ます。 

  

英語基礎力調査 

  語彙力や文法などの基礎学力を問う問題を出題します。 

 

 小論文 

  文章読解力、論理的に自分の意見を表現できる力をはかる問題を出題します。 

 



学校推薦型選抜問題 （解答例） 

 

英語基礎力調査 

 

 

【問題Ⅰ】 

  

①  イ ②  ア ③  ウ ④  ア ⑤  ア 

⑥  ウ ⑦  ウ ⑧  イ ⑨  ア ⑩  イ 

 

【問題Ⅱ】 

 

１ イ ２ イ ３ イ ４ ア ５ ウ ６ ウ 

 

【問題Ⅲ】 

 

１ イ ２ ウ ３ ア ４ ウ ５ イ 

６ ウ ７ ア ８ ア ９ ウ 10 イ 
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